
【自分を褒めよう！】 

 １学期が終わりますね。みなさん、お疲れさまでし

た。みなさんにとって、１学期はどんな時間になった

でしょうか。 

たくさん学んでとても充実した良い期間だったと思えたあなた。素晴らしいです

ね。よく努力したのですね。今のあなたの気持ちこそが、あなたの頑張りが報われ

ていることの証明ではないでしょうか。 

反対に、うまくいかないことが多くてつらいこともたくさんあったあなた。大丈

夫です。あなたこそ一番たくさん学んだ人なのです。うまくいかないことやつらい

ことがあるから、人は学び、成長することができるのです。そして、その学びはき

っと将来役に立つのですから、無駄な経験はひとつもないのですよ。夏休みの間に

しっかりリセットして、また、２学期になったら一緒に頑張っていきましょうね。 

できなかったことを数えて嘆くのではなく、できたことを数えて自分を褒めてみ

ましょう。たとえ小さなことであっても、できたことを数えたらものすごくたくさんあるはずです。ま

た、自分の頑張りを支えてくれた人の存在にも気づけると思います。その方々に感謝を向けて、夏休み

も成長できる時間にしていきましょう。 

 

【理解こそ解決の道：バリアフリーの美容師さん】 

 京都府のとある美容室。そこの美容師さんは、全国からやってくる発達障害の

子どもさんのヘアカットをされています。最初は軽い気持ちで引き受けてしまい

ましたが、椅子に座れない子、バリカンの音にパニックを起こして泣き出す子、

暴れまわってしまう子など様々で、とても苦労したそうです。自分の甘さに気づ

き、どうしたら子どもたちが安心してヘアカットができるのか、たくさん勉強し、

いろいろと工夫に取り組んでこられました。その方の言葉…「『じっと座ることができない子』『すぐ立

ち上がってウロチョロしてしまう子』というレッテルを貼る前に、その子にわかるように見通しを立て、

それを伝えることができていなかった我々大人に責任があるように思えた。『親のしつけ』『子どものわ

がまま』こんな言葉で終わらせず、『なぜ、この子は嫌がっているのか？』子どもの目線に立つことが大

切。これが活動を通して、僕が子ども達から学んだ大切なことだ。発達障害児は、困った子どもではな

い。まわりを困らせる子どもでもない。困りごとを持った子ども達。だから僕たちが困ることは何もな

い。僕たちのできることは、困っている子ども達に笑顔でただ手を差し伸べること。」今日も、その方に

ヘアカットしてもらった子どもさんと親御さんが、嬉しい気持ちになっていることでしょう。 

 

【おすすめの本】 

『子ども六法』（山崎聡一郎著）〈紹介文：いじめや虐待は犯罪です。人を殴った

り蹴ったり、お金や持ち物を奪ったり、ＳＮＳにひどい悪口を書き込んだりすれば、

大人であれば警察に捕まって罰を受けます。それは法律という社会のルールによっ

て決められていることです。もし法律という強い味方がいることを知っていたら、

もっと多くの子どもが勇気を出して助けを求めることができ、救われるかもしれま

せん。子ども、友だち、保護者、先生、誰でも読めて、法律とはどんなものかを知

ることができる本。〉動物のイラストも楽しめます。折高の図書館にもあります。 
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